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〔海の状況（4／16～5／15）〕 

・神子地先の表面水温…13.2℃～17.1℃（平年差-0.6℃～1.5℃）の範囲で概ね平年より高めに推移していた。

（図1） 

・米ノ地先の表面水温…4月下旬（平年差1.8℃）から5月上旬（平年差-1.0℃）にかけて急激に変化したが、

それ以降は 14.7℃～17.2℃（平年差-0.6℃～0.7℃）の範囲で概ね平年どおり推移し

ていた。（図2） 

 

 

・若狭湾および周辺海域の表面（0ｍ）、深度50ｍ、深度100ｍでは沿岸域の一部で水温が前年より高い海域（14

～16℃）がみられた。深度200ｍでも前年より水温が高い海域（6～10℃）がみられた。 

 

 

図3．若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 
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今回より「浜へのたより」から「水試だより」へと名称が変更となります。これまでの海況や漁獲量情報をはじめとし

て、海・河・湖に関する様々な情報も発信していく予定です。なお、今後、水産試験場HPに掲載したものをご覧いただく

ことになりますが、より良い情報提供方法も考えていきたいと思います。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

問い合わせ：水産試験場 海洋研究部 担当：漁場環境グループ 山下 

（TEL 0776-26-1331  FAX 0770-26-1379） 

〔県内の漁模様：4月〕 

  2016年4月の県内の総漁獲量は1148tで、昨年同月を124t上回った。  

 〔定置網〕 

  漁獲量は563tで、昨年同月を225t上回った。ブリ類、サワラ、マダイ等は昨年同月を上回り、マイワシ、アジ類、

サバ類は下回った。 

 〔底びき網〕 

  漁獲量は345tで、昨年同月を151t下回った。キダイ、ヒラメ、スルメイカは昨年同月を上回ったが、それら以外

の魚種は下回った。 

 〔釣り・その他〕 

  漁獲量は240tで、昨年同月を51t上回った。アナゴ、サヨリ、タコ類等は昨年同月を上回り、ブリ、キダイ、スル

メイカ等は下回った。 

 

〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：4月の定置網の1日あたりの漁獲量。京都府：4月のJF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の1日あたりの漁獲量。兵

庫県：4/2-4/29の余部定置網の1日あたりの漁獲量。鳥取県：4月中旬～5月上旬のまき網の1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…マイワシ138.6t、マアジ6.1t、サワラ類4.0t、サバ2.7t、スルメイカ2.2t、ブリ1.7t 

 京都府…定置網…サワラ類3.4t、ブリ（ハマチ・ツバス）2.7t、マアジ2.4t、カワハギ類1.6t、ブリ（ブリ）1.4t、カタクチイワシ

0.8t 

 兵庫県…定置網…マアジ330kg、ハマチ74kg、スズキ36kg、サワラ21kg、スルメイカ2kg 

鳥取県…まき網…マアジ16.6t、マイワシ7.7t、ブリ類7.3t、カタクチイワシ0.5t、ウルメイワシ0.5ｔ、マサバ0.3t

「浜へのたより」名称変更のお知らせ 



ふくいサーモンの研究が始まります！ 

 

 5 月 3 日の福井新聞に「福井産トラウトサーモン初水揚げ」との記事が掲載され、昨年 12 月から海

面生簀で養殖されてきたサーモンの水揚げが本格的に始まりました。県内では、福井市、敦賀市、美

浜町およびおおい町でサーモンの養殖が行われており、今年の冬からは小浜市でも養殖が始まります。 

サーモンはお寿司のネタとして人気がありますが、その大半は海外からの輸入品です。世界的なサ

ーモン需要の高まりから、日本国内においてもサーモン養殖への関心が高まっています。トラウトサ

ーモンとは、ニジマス Oncorhynchus mykiss を海面で養殖したものの別名です。ニジマスは、明治

時代に米国から日本国内に持ち込まれ、現在では国内各地の内水面（淡水）養殖場で生産されており、

釣堀等でもお馴染みの魚です。トラウトサーモンの養殖スケジュールを表 1 に示します。トラウトサ

ーモンは、採卵から出荷までには長い時間がかかり、生産過程の半分以上を内水面養殖場で過ごしま

す。サーモンは水温 20ºC 以上の環境では生育することが難しいため、海面養殖場で飼育できる期間は

冬期の約 6 ヶ月間しかありません。しかしながら、この期間に急激に成長し、200 g 程度の魚が 2 kg 程

度にまで大きくなることもあります。成長の個体差が大きいとの問題はありますが、急激な成長を見

込めることがサーモン養殖の魅力の一つです。 

海面養殖場で良質なサーモンを生産するためには、健

康で大きな種苗を内水面養殖場で生産することが重要で

す。水産試験場では、今年度から大野市宝慶寺の内水面

養殖場において効率的に大きな種苗を生産する試験に取

り組みます（図 1）。方法としては、摂餌促進効果が認め

られている魚腸エキスを添加した餌料を与えることと、

夜間も電照して飼育することによって成熟を抑制し、成

長を促すことの効果を検証します。今後、サーモン養殖

は国内での競争も激しくなると予想され、少しでも効率

のよい生産方法を確立することが重要です。試験結果に

ついては、またご報告させていただきます。 

 

（海洋研究部 技術開発グループ 仲野大地） 

図 1 試験実施予定の水槽（大野市宝慶寺） 

表1 サーモン養殖のスケジュール

冬 春 夏 秋 冬（12月） 春（5月）

採卵 孵化 稚魚 出荷

秋（10～11月）

1年目 2年目

内水面養殖場

海面養殖場


